
 

 

 

 

新しい教科書が配布されました。 
 新学期になり、生徒一人ひとりの手に真新しい教科書が配られました。現在は法

律化され、教科書は「無償」となっていますが、以前は、ただでもらえるというわけ

ではありませんでした。それが、今のように無償になったのは、１９６１年に高知で

はじまった教科書無償運動がきっかけでした。 

 その当時、教科書は毎年、新学期を迎える前に各家庭でそろえることになってい

ました。古い教科書をゆずってもらったり、使えないものや、ないものだけを買いそ

ろえたりして、毎年親たちは苦労していました。新しい教科書を全部そろえると小学校で約７００円、中学校

で１２００円ほどかかりました。当時の日給の２倍から４倍ほどの値段でしたので、教科書をそろえるだけで

も大変な出費でした。 

 そういった状況の中、貧しさのために学校に通うことができず、文字の読み書きを覚えることができなかっ

た人たちのための学習会（識字学級）が行われており、学校の先生や、市民図書館の職員の人たちと、学習が

進められていました。学習を進めていく中で、憲法の第２６条に明記されている『すべて国民は、法律の定め

るところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義務を負う。義務教育は、これを無償とする。』

という部分が、問題となりました。「義務教育は、これを無償とするというのだから、教科書を買うのはおか

しいのじゃないか。」「教科書はもともと政府が買い与えるべきものだ。」という意見が出されました。 

その後、この運動はたくさんの人々や団体・政党に支持され、全国的な運動に発展しました。そして政府も

ついにこの要求の正しさを認め、１９６３年（昭和３８年）教科書無償の法律をつくり、全国の子どもたちに

無料で配られるようになったのです。そこには、我が子には、きちんと学校教育を受けさせたい（自分とおな

じような苦労をさせたくない）という親たちの強い思いがあったのです。大切に使いたいですね。 

 

自転車による通学について（お知らせ） 
 昨年度の校区通学路点検の折りに、警察の方から自転車の通行方法について次のように指導がありま

したので、再度お知らせします。 
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左側を通行し、三加和中正門前で

自転車を降り、左右を確認して道

路を渡る。 

道路横断時に、自動車による巻き

込み事故等の心配があるため、自転

車は道路を横断せず、左折するよう

にと警察からの指導がありました。 

津田方面から登校する場合 

県
道
６
号
線 


